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          令和元年土佐清水市議会定例会１２月会議会議録 

第１日（令和元年  １２月 ２日 月曜日） 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議事日程 

 日程第１ 審議期間の決定 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 報告第１７号 専決処分した事件の報告について（訴えの提起について） 

      報告第１８号 専決処分した事件の報告について（訴えの提起について） 

      議案第７６号 令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について 

      議案第７７号 令和元年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２ 

             号）について 

      議案第７８号 令和元年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第３号）につ 

             いて 

      議案第７９号 令和元年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予 

             算（第１号）について 

      議案第８０号 令和元年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第１ 

             号）について 

      議案第８１号 令和元年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

             号）について 

      議案第８２号 令和元年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計補正予算 

             （第２号）について 

      議案第８３号 令和元年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）について 

      議案第８４号 土佐清水市特別養護老人ホームしおさい特別会計条例の制定につ 

             いて 

      議案第８５号 土佐清水市防災物資配送拠点施設の設置及び管理に関する条例の 

             制定について 

      議案第８６号 土佐清水市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の制 

             定について 

      議案第８７号 土佐清水市パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び 

             費用弁償に関する条例の制定について 

      議案第８８号 会計年度任用職員制度の導入等に伴う関係条例の整備に関する条 

             例の制定について 
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      議案第８９号 土佐清水市あわび類中間育成施設等設置条例の全部を改正する条 

             例の制定について 

      議案第９０号 土佐清水市議会議員に対する期末手当の支給に関する条例の一部 

             を改正する条例の制定について 

      議案第９１号 土佐清水市長等の給与、旅費等に関する条例の一部を改正する条 

             例の制定について 

      議案第９２号 土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する 

             条例の制定について 

      議案第９３号 土佐清水市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条 

             例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第９４号 土佐清水市給水条例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第９５号 土佐清水市立水産加工場の設置及び管理に関する条例を廃止する 

             条例の制定について 

      議案第９６号 財産の無償譲渡について 

      議案第９７号 土佐清水市地場産品販売施設の指定管理者の指定について 

      議案第９８号 土佐清水市斎場の指定管理者の指定について 

      議案第９９号 あしずり港交流拠点施設の指定管理者の指定について 

     議案第１００号 土佐清水市立竜串貝類展示館の指定管理者の指定について 

     議案第１０１号 土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

～～～～・～～～～・～～～～ 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第３まで 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議員定数 １２人 

現在員数 １２人 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席議員 １２人 

   １番  谷 口 佳 保 君           ２番  弘 田   条 君 

   ３番  武 政 健 三 君           ４番  山 崎 誠 一 君 

   ５番  吉 村 政 朗 君           ６番  作 田 喜 秋 君 

   ７番  岡 本   詠 君           ８番  甲 藤   眞 君 

   ９番  細 川 博 史 君          １０番  前 田   晃 君 
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  １１番  浅 尾 公 厚 君          １２番  永 野 裕 夫 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

欠席議員 

  な  し 

～～～～・～～～～・～～～～ 

事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長          窪内 研介 君    局 長 補 佐          中嶋 由美 君 

  庶 務 係 主 事  佐野  舞 君    主 幹  松本 友里 君 

  主 幹  中山  晃 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席要求による出席者 

市 長 泥谷 光信 君 副 市 長 磯脇 堂三 君 

会 計 管 理 者 兼 

会 計 課 長 
戎井 大城 君 

税 務 課 長 兼 

固定資産評価員 
沖 比呂志 君 

企 画 財 政 課 長 横山 英幸 君 総 務 課 長 中津 健一 君 

危 機 管 理 課 長 倉松 克臣 君 消 防 長 宮上 眞澄 君 

消 防 次 長 兼 

消 防 署 長 
味元 博文 君 健 康 推 進 課 長 山下  育 君 

福 祉 事 務 所 長 吉永 敏之 君 市 民 課 長 中津 恵子 君 

まちづくり対策課長 中尾 吉宏 君 観 光 商 工 課 長 二宮 眞弓 君 

農林水産課長兼 

農業委員会事務局長 
和泉 政彦 君 水 道 課 長 谷崎  清 君 

じんけん課長補佐 永野 博文 君 
特別養護老人ホーム 

し お さ い 園 長 
岡田 旭生 君 

収 納 推 進 課 長 西原 貴樹 君 教 育 長 弘田 浩三 君 

こども未来課長 伊藤 牧子 君 生 涯 学 習 課 長 田村 五鈴 君 

教育センター所長兼 

少年補導センター所長 
亀谷 幸則 君 

選挙管理委員会 

事 務 局 長 
井上 美樹 君 

監査委員事務局長 文野 喜文 君   

～～～～・～～～～・～～～～ 
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          午前１０時００分   開  議 

○議長（永野裕夫君） 皆さんおはようございます。定刻でございます。 

 ただいまから令和元年土佐清水市議会定例会１２月会議を開きます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１、「審議期間の決定」を議題といたします。 

 １２月会議の審議期間につきましては、議会運営委員会で御審議を願っておりますので、こ

の際、議会運営委員会委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員会委員長 細川博史君。 

          （議会運営委員会委員長 細川博史君登壇） 

○議会運営委員会委員長（細川博史君） 皆さんおはようございます。ただいま議題となって

おります１２月会議の審議期間につきましては、１１月２５日開催の議会運営委員会におきま

して議案等を勘案しながら慎重に審議を重ねました結果、本日から１２月１８日までの１７日

間と決定いたしました。 

 審議期間中の日程といたしまして、本日は審議期間の決定、議案上程の後、市長の提案理由

説明及び所管課長等による内容説明を行います。また、１２月９日は議案に対する質疑及び一

般質問、翌１０日及び１１日は一般質問を行います。 

 １２月１２日は予算決算常任委員会を、翌１３日は総務文教常任委員会及び産業厚生常任委

員会を開催、最終日１２月１８日に本会議を開催し、各委員長の報告の後、質疑及び討論並び

に採決を行い、全日程を終了したいと思います。 

 以上、報告いたします。 

○議長（永野裕夫君） お諮りいたします。 

 １２月会議の審議期間は、議会運営委員会委員長の報告のとおり、本日から１２月１８日ま

での１７日間といたしたいと思います。これに御異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（永野裕夫君） 異議なしと認めます。よって１２月会議の審議期間は、本日から

１２月１８日までの１７日間と決しました。 

 日程第２、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により９番細川博史君、１０番前田晃君を指名

いたします。 

 この際、議会事務局長に諸般の報告をいたさせます。 

 議会事務局長。 

          （議会事務局長 窪内研介君登壇） 
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○議会事務局長（窪内研介君） おはようございます。９月会議散会以降の諸般の報告を申し

上げます。 

 まず初めに、各委員会の活動状況について御報告いたします。 

 総務文教常任委員会は１回、産業厚生常任委員会は２回開催いたしました。 

 議会運営委員会は２回開催し、１１月２５日には１２月会議の日程等について協議を行いま

した。 

 また、議会だより編集委員会を２回開催し、１１月１日に議会だより第１１１号を発行いた

しました。 

 次に、その他の主な件について、日を追って申し上げます。 

 １０月８日、四国横断自動車道高知県建設期成会による四国地方整備局への要望が行われ、

議長が出席。 

 １０月１０日、幡多三市議会議員研修会が宿毛市で開催され、議長を初め多数の議員が出席。 

 １０月２１日、幡多広域市町村圏事務組合議会定例会が幡多クリーンセンターで開催され、

議長が出席。 

 １０月２５日、トップセミナーが高知市で開催され、副議長が出席。 

 １０月２８日、令和元年定例会１０月会議が開催されましたことは御承知のとおりでありま

す。 

 １０月３０日及び３１日、第１４回全国市議会議長会研究フォーラム・イン高知が高知市で

開催され議長が出席。 

 １１月１日及び２日、第１０回日本ジオパーク全国大会２０１９おおいた大会が大分県で開

催され、議長が出席。 

 １１月１日、高知県戦没者追悼式が高知市で開催され、副議長が出席。 

 １１月５日、四国横断自動車道高知県建設促進期成会の要望活動が東京都で行われ、議長が

出席。 

 翌６日、全国市議会議長会第２１７回理事会及び第１０７回評議員会が東京都で開催され、

議長が出席。評議員会では、議長が委員長にかわり、社会文教委員会の活動報告を行いました。 

 １１月９日、土佐市制施行６０周年記念式典が土佐市で開催され、議長が出席。 

 １１月１０日、土佐清水市戦没者追悼式が行われ、議長が出席し、追悼の辞(ことば)を述べ

ました。 

 １１月１４日、全国市議会議長会社会文教委員会正副委員長会議及び第１６６回社会文教委

員会が東京都で開催され、議長が出席。委員会終了後は、厚生労働省を訪問し、自見はなこ厚

生労働大臣政務官に面談し、要望活動を行いました。 
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 翌１５日、全国過疎地域自立促進連盟第１３９回理事会及び第５０回定期総会が東京都で開

催され、議長が出席。 

 翌１６日、高知県立清水高等学校創立７０周年記念式典及び祝賀会が開催され、議長が出席。 

 １１月２０日、四国西南地域道路整備促進協議会による中央要望が東京都で開催され、議長

が出席。 

 １１月２５日、土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会臨時総会が四万十市で開催され、

議長及び総務文教常任委員会委員長が出席。 

 翌２６日、第４４回幡多三市議会議長懇談会が本市で開催され、正副議長及び事務局長が出

席。 

 １１月２９日、議会広報研修が高知市で開催され、議会運営委員会の委員５人が出席。 

 次に、本市への行政視察について申し上げます。 

 １０月３日、香美市議会議会改革推進特別委員会一行４人が「通年議会の運営について」の

調査のため来局いたしました。 

 次に、休会中の議員派遣について御報告いたします。 

 さきに申し上げました、幡多三市議会議員研修会に１０人の議員が、土佐くろしお鉄道中

村・宿毛線運営協議会臨時総会に総務文教常任委員会委員長が、幡多三市議会議長懇談会に副

議長が、議会広報研修に５人の議員が、それぞれ派遣されております。 

 次に、提出議案について申し上げます。 

 １２月会議に提出されております案件は、報告第１７号「専決処分した事件の報告について

（訴えの提起について）」及び報告第１８号「専決処分した事件の報告について（訴えの提起

について）」並びに議案第７６号「令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）につい

て」から議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」までの

議案２６件、計２８件であります。 

 これらの案件名につきましては、議案つづりのとおりでありますので、省略させていただき

ます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（永野裕夫君） 諸般の報告は終わりました。日程第３、市長提出、報告第１７号「専

決処分した事件の報告について（訴えの提起について）」及び報告第１８号「専決処分した事

件の報告について（訴えの提起について）」並びに議案第７６号「令和元年度土佐清水市一般

会計補正予算（第５号）について」から議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正す

る条例の制定について」までの議案２６件、計２８件を一括議題といたします。  

 この際、提出者に提案理由の説明を求めます。 
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 市長。 

          （市長 泥谷光信君登壇） 

○市長（泥谷光信君） おはようございます。 

 本日ここに、令和元年土佐清水市議会定例会１２月会議の開催に当たり、市政の課題等につ

きまして所信の一端を申し述べますとともに、令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第

５号）を初めとする議案等について御説明申し上げ、議員の皆様及び市民の皆様に御理解と御

協力をお願いいたします。 

 去る１０月５日、姉妹都市フェアヘーブンで「第１７回ジョン万次郎フェスティバル」が開

催されました。御承知のとおり、１４歳で漂流した万次郎がアメリカの捕鯨船ジョン・ハウラ

ンド号に救助され、その後ホイットフィールド船長の御厚意により、船長の故郷フェアヘーブ

ンで勉学に励み、捕鯨船の乗組員として活躍するまでの青年期を過ごしたことを記念し、フェ

アヘーブンの人々が日本文化の紹介や日米の友好・交流を目的として２年に１度開催していま

す。 

 今回のジョン万次郎フェスティバルには、磯脇副市長を団長に、清水高校生３名など総勢

２６名が参加しておりますので、議長のお許しを得た上で、副市長には閉会の挨拶とあわせ、

御報告させていただきますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 次に、１１月１６日、高知県立清水高等学校創立７０周年記念式典を開催いたしました。 

 清水高校は、戦後間もない昭和２４年に開校し、本市唯一の高等学校として「自由・平等・

博愛・寛容」の校訓のもと、生徒が主体となり地域に信頼され地域を支える人づくりを目指し、

勉学や部活動に取り組んでまいりました。 

 とりわけ、ボランティア活動が盛んに行われ生徒一人一人が心を一つにして地域の皆様との

きずなを深め地域に支えられながら歩んでおります。 

 これまでの７０年で全日制・定時制を合わせて１万1,９８４名の卒業生を輩出しており、そ

れぞれが清水高校で学んだことを誇りとして社会に出て活躍されております。 

 創立７０周年という大きな節目に当たり、改めて清水高校の歴史を築き、これまで支えてい

ただいた全ての関係各位に心から感謝申し上げ、さらなる発展を祈念いたしました。 

 当日は、ジョン万次郎資料館名誉館長であるビビる大木さんを講師にお招きし「ジョン万次

郎からのヒント」と題した記念講演が行われ、ジョン万スピリットの大切さと将来に夢や希望

を持って頑張ってほしいとエールを送っていただきました。 

 また、翌日には、この記念行事に参加されておりました清水高校同窓会関東支部の佐野支部

長より、関東支部が集めたジョン万次郎ＮＨＫ大河ドラマ化実現に向けた5,００４人分の署名

をいただきました。引き続き、ふるさと土佐清水市への御協力をよろしくお願いいたします。 
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 さて、１１月２４日投開票の高知県知事選におきまして、浜田省司氏が初当選いたしました。

浜田氏には、これまでの行政経験を生かし、培ってきた政策立案能力と実行力、そして何より

も尾﨑県政を継承・発展させ高知県勢の浮揚に力を発揮していただけるものと期待しています。 

 続きまして、ことしの人事院勧告についてであります。人事院は、８月７日に国家公務員の

給与について、官民格差等に基づき、本年４月にさかのぼって平均で月例給０.０９％の引き

上げ、一時金の０.０５月分の引き上げ勧告を行いました。 

 本市は例年、人事院勧告に基づき国が実施する給与改定等に準拠した形で実施してまいりま

した。今回につきましても、職員組合との協議・交渉を行い、国に準拠し勧告どおり実施する

ことといたしました。これに伴い、本会議におきまして関連する条例改正案のほか、補正予算

案を提出させていただいております。詳細につきましては、この後、担当課長より説明させて

いただきます。 

 続きまして、令和２年度予算編成方針についてであります。 

 まず、予算編成に当たっての基本的な考え方として、現在重点施策として実施している「光

ファイバー整備事業」、「メジカ産業再生プロジェクト事業」、「防災行政無線デジタル化事

業」の３つの事業を特別枠と位置づけ、予算を重点配分することとしております。 

 また、この特別枠と人件費、扶助費、公債費といった義務的経費を除いたものについては、

令和元年度当初予算一般財源ベースを上限としたゼロシーリングを原則としたほか、過疎債及

び緊防債の対象となる事業以外の一般建設事業については、可能な限り事業縮小、または令和

４年度以降へ先送りを行うこととしております。 

 これまでも御説明申し上げておりますが、平成２８年度より毎年度、決算において財政調整

基金繰入金を計上しており、今後もしばらくは大変厳しい財政運営を行っていかなければなり

ません。このため、財源不足の圧縮、財政健全化に努めていくことが必要不可欠であり、事業

の緊急性や必要性、投資効果や類似事業の整理統合、優先順位の選択等を十分に検証した上で、

既存事業の見直しや効率化を徹底し、国・県の補助金の積極的な活用など、財源の確保につい

ても最大限努めるよう職員に指示したところであります。 

 私としましても、国・県への要望活動を積極的に行いながら、この財政難に立ち向かってま

いりますので、御理解、御協力をお願いいたします。 

 続きまして、御寄贈の報告をさせていただきます。 

 道の駅「めじかの里土佐清水」に一般社団法人日本道路建設業協会四国支部様より、発電機

１台並びに投光器１台を寄贈していただきました。 

 四国電力株式会社様より、１基のＬＥＤ防犯街路灯を寄贈していただきました。これは、社

会貢献活動の一環として行われているもので、御寄贈いただいた街路灯につきましては、設置
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の要望があった地区に設置させていただいております。 

 また、ＮＴＴタウンページ社様より、高知県版タウンページ及び高知県西部版防災タウンペ

ージ並びに高知県西部健康シニアタウンページを寄贈していただきました。これは、日常生活

における防災意識の向上や健康維持につなげてほしいと、ポスティング方式により、市内の皆

様に無料配布をしていただいているとのことであります。 

 以上、御寄贈していただいた皆様に、この場をおかりしまして厚く感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

 それでは、御提案申し上げました各案件につきまして、御説明申し上げます。 

 報告第１７号及び報告第１８号は、いずれも水道料金の未納分の支払い督促の申し立てにつ

いて、相手方から異議申し立てがあり、通常訴訟の手続に移行したため、地方自治法第

１８０条第１項の規定に基づき、専決処分した報告であります。 

 議案第７６号から第８３号までの８件は、令和元年度予算に係る補正予算案であります。 

 一般会計補正予算（第５号）は、ふるさと元気寄附金推進事業１億4,８６２万9,０００円、

後期高齢者医療給付費負担金7,０８９万9,０００円、生活保護費5,３８８万4,０００円、道路

などに係る県工事負担金1,３２１万5,０００円、幡多広域市町村圏事務組合負担金９９０万

1,０００円、種子島周辺漁業対策事業費補助金４５６万円など歳入歳出それぞれ合計３億

7,６７１万3,０００円を補正計上し、一般会計総額は１００億7,２４８万6,０００円となりま

す。 

 特別会計では、７会計につきまして補正予算案を計上させていただきました。 

 国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、人事院勧告に伴う人件費の増額のほか、

システム改修費用を計上しております。 

 介護保険特別会計補正予算（第３号）は、人事院勧告に伴う人件費の増額のほか、当初では

一般会計で計上している第８期介護保険事業計画策定費用について、特別会計に予算の組み替

えを行うため計上しております。 

 指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第１号）及び介護サービス事業特別会計補正

予算（第１号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の３会計は、いずれも人事院勧

告に伴う人件費の増額について計上しております。 

 再生可能エネルギー事業特別会計補正予算（第２号）は、人事院勧告に伴う人件費の増額の

ほか、積立金について計上しております。 

 水道事業会計補正予算（第１号）は、修繕料の増額のほか、人件費及び委託料の減額等につ

いて計上しております。 

 議案第８４号は、現在、特別養護老人ホームしおさいでは２つの特別会計により運営を行っ
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ておりますが、これを来年度から収支が明確となるよう一本化する特別会計条例を制定するも

のであります。 

 議案第８５号は、本年度中に完成予定の防災物資配送拠点施設の設置及び管理に関する条例

の制定についてであります。 

 議案第８６号から第８８号までの３件は、いずれも来年度から会計年度任用職員制度が導入

されることに伴い条例を制定するものであります。 

 議案第８９号は、土佐清水市あわび類中間育成施設等設置条例の中で施設の名称として規定

されている漁場監視船が経年劣化により廃船処理することとなったため、これを条文から削除

する等の条例の全部改正を行うものです。なお、この廃船処理に係る経費につきましては、今

回補正計上を行っております。 

 議案第９０号から第９２号までの３件は、令和元年人事院勧告の実施が閣議決定されたこと

を受けて、関連する条例について改正を行うものであります。 

 議案第９３号及び第９４号は、法律または施行令等の改正に伴い関連条例の改正を行うもの

であります。 

 議案第９５号及び第９６号は、市が所有している旧土佐食株式会社の工場等の土地・建物を

第三セクターの土佐清水食品株式会社に無償譲渡することに伴う関連条例の廃止及び財産の無

償譲渡について議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９７号から第１００号までの４件は、今年度末で指定管理期間が満了となる地場産品

販売施設、土佐清水市斎場、あしずり港交流拠点施設、竜串貝類展示館につきまして、来年度

以降の指定管理者の指定について議決を求めるものであります。 

 議案第１０１号は、法律の制定に伴い関連条例の改正を行うものであります。本案につきま

しては、施行期日を令和元年１２月１４日としていることから本日先議をお願いするものであ

ります。 

 以上をもちまして、議案提出に当たっての私からの説明を終わらせていただきます。なお、

細部につきましては所管課長から説明をいたしますので、何とぞ御審議の上、適切な議決を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（永野裕夫君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 ただいまから、予算案及び条例案等に対する内容説明を求めたいと思います。 

 これに御異議の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（永野裕夫君） 御異議なしと認めます。よって、予算案及び条例案等に対する内容説

明を求めることに決しました。 

 議案第７６号「令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について」、議案第

７９号「令和元年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第１号）につい

て」、議案第８０号「令和元年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて」及び議案第８１号「令和元年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について」、以上４件について説明を求めます。 

 企画財政課長。 

          （企画財政課長 横山英幸君登壇） 

○企画財政課長（横山英幸君） おはようございます。 

 議案第７６号「令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について」、御説明いた

します。 

 歳出から御説明いたします。 

 補正予算書の１７ページをお願いいたします。 

 初めに、各目に計上いたしました２節給料、３節職員手当等、４節共済費につきましては、

２款１項７目の企画振興費を除き、人事院勧告に基づく給与改定のほか、決算見込みに伴う人

件費の組み替えなどに係るものでありますので、説明は省略させていただきます。 

 ２款１項１目一般管理費１２節役務費１９０万円は、決算見込みに伴い、郵便料を増額補正

するものであります。 

 ７目企画振興費につきましては、ふるさと納税の寄附額増に伴い、関連する経費を追加計上

するもので、当初予算では平成３０年度の実績ベースの寄附額１億円と見込んで関連する経費

を計上していましたが、本年度はこれまでの実績が昨年の２倍となっていることから、寄附額

を２億円と見込んで関連する経費を計上するものであります。 

 ４節共済費５万2,０００円、７節賃金２７万7,０００円は、２カ月間、臨時職員を１名増員

する人件費を計上し、８節報償費には返礼品代として3,０００万円、１２節役務費、通信運搬

費には返礼品の送料として1,０００万円を計上し、同じく１２節役務費手数料１００万円、

１３節委託料１００万円、１８ページの１４節使用料及び賃借料６３０万円は、インターネッ

ト受付に係るポータルサイトの運用に係る経費をそれぞれ計上するものであります。２５節積

立金１億円は、寄附金を基金に積み立てるものであります。 

 同じく１８ページの２款１項１２目がんばる地方推進費、１９節地域おこし協力隊起業支援

事業費補助金１００万円は、本年度末で３年の任期満了を迎える地域おこし協力隊１名の、本

市での起業に要する費用を補助するものであります。 
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 １９ページをお願いいたします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費、１１節需用費、消耗品費9,０００円は、個人番号カード

交付事務における、申請書のＱＲコード読み込み用カメラを購入する費用を計上するものであ

ります。財源につきましては、全額国庫補助金が交付されることとなっております。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ３款１項２目障害者福祉費２３節償還金、利子及び割引料1,０９１万4,０００円は、平成

３０年度事業の実績確定に伴い、障害者自立支援給付費及び医療費等の国庫支出金と県支出金

の精算返還金を計上するものであります。 

 ３目老人福祉費２８節繰出金１０５万4,０００円は、今回の指定介護老人福祉施設事業特別

会計の補正に伴うものであります。 

 ４目福祉医療費２０節扶助費、福祉医療費５５２万8,０００円につきましては、決算見込み

に伴い増額するものであります。財源につきましては、県補助金を見込んでおります。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ３款１項７目介護保険対策費、１２節役務費マイナス１２６万9,０００円と、１３節委託料

マイナス２０１万3,０００円につきましては、高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画の策

定費用を当初予算に計上しているところですが、介護保険特別会計で本事業を実施すれば国及

び県の補助対象となる部分があることから、補助対象部分について介護保険特別会計に組み替

えするものであります。 

 ２８節繰出金３３万9,０００円と、８目社会長寿費２８節繰出金４１万1,０００円は、今回

の介護保険特別会計の補正に伴うものであります。 

 ３款２項１目児童福祉総務費、２０節扶助費、施設等利用費（幼稚園預かり保育事業）

１６万2,０００円は、本年１０月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、認定こども園に教育

目的で入園している子供について、無償化の対象とならない部分（時間帯）の利用料を補助す

るものであります。財源につきましては、国庫補助金２分の１、県補助金４分の１を見込んで

おります。詳細につきましては、予算審議における事業説明書１ページを御参照願います。 

 ２３節償還金、利子及び割引料１９６万4,０００円は、平成３０年度事業の実績確定に伴い、

子ども・子育て支援交付金事業等の国庫支出金と県支出金の精算返還金を計上するものであり

ます。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 ３款２項２目保育所運営費２０節扶助費、施設等利用費（一時預かり事業）３７万

8,０００円は、本年１０月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、きらら清水保育園、下ノ加

江保育園、しみず幼稚園で実施している一時預かり保育の利用料を補助するものであります。
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財源につきましては、国庫補助金２分の１、県補助金４分の１を見込んでおります。詳細につ

きましては、予算審議における事業説明書２ページを御参照願います。 

 ３目母子福祉費、２０節扶助費、児童扶養手当1,３４５万5,０００円は、国の制度見直しに

よりまして手当の支給月が変更となり、今年度については１５カ月分を支給することとなった

ことに伴い、不足分を追加計上するものであります。財源につきましては、国庫負担金３分の

１を見込んでおります。 

 ２３節償還金、利子及び割引料７９万2,０００円は、母子家庭等対策総合支援事業の平成

３０年度事業の実績確定に伴い、国庫支出金の精算返還金を計上するものであります。 

 ３款３項１目生活保護総務費２３節償還金、利子及び割引料４２万8,０００円は、生活保護

適正実施推進事業、平成３０年度事業の実績確定に伴い、国庫支出金の精算返還金を計上する

ものであります。 

 ２目扶助費２０節扶助費、生活保護費5,３８８万4,０００円は、決算見込みに基づき、生活

保護費を増額補正するものであります。財源につきましては、国庫負担金４分の３を見込んで

おります。 

 ２３節償還金、利子及び割引料2,１０６万5,０００円は、平成３０年度の生活保護費の実績

確定に伴い、国庫支出金の精算返還金を計上するものであります。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目保健衛生総務費２３節償還金、利子及び割引料９２万円は、母子保健事業及び

子ども・子育て支援交付金事業の平成３０年度事業の実績確定に伴い、国庫支出金の精算返還

金を計上するものであります。 

 ２８節繰出金２７９万円は、今回の国民健康保険事業特別会計の補正に伴うものであります。 

 ３目健康増進事業費、１９節負担金、補助及び交付金7,０８９万9,０００円は、高知県後期

高齢者医療広域連合への医療給付に係る負担金を増額するものであります。 

 ２８節繰出金４万8,０００円は、今回の後期高齢者医療特別会計の補正に伴うものでありま

す。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 ４款２項１目清掃総務費、１９節負担金、補助及び交付金９９０万1,０００円は、幡多クリ

ーンセンターにおきまして、落雷による施設の修繕費用とボイラータービンの更新費用が必要

となったことから、市町村負担金を増額補正するものであります。 

 ２目塵芥処理費、１２節役務費３８万2,０００円につきましては、中央町火災瓦れきのダイ

オキシン検査を早急に実施する必要が生じ、その費用を既決予算で対応したため、役務費の不

足分を増額補正するものであります。 
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 ５款１項２目農業総務費、１９節負担金、補助及び交付金のうち、地域集積協力金４８０万

8,０００円は、地域内でまとまった農地を中間管理機構に貸し付けて、農地の集積・集約化を

行う場合に地区へ協力金が交付されるもので、国の要綱改正があり、補助要件が緩和されたこ

とに伴い、増額補正するものであります。財源につきましては、全額県補助金が交付されるこ

ととなっております。 

 同じく１９節小規模園芸農地集積支援事業費補助金９０万円は、農地中間管理事業を活用し

て、新たに園芸品目を生産する際に、農地を提供した地権者に対する補助金を計上するもので

あります。財源につきましては、全額県補助金が交付されることとなっております。詳細につ

きましては、予算審議における事業説明書、３ページを御参照願います。 

 ２３節償還金、利子及び割引料８１万8,０００円は、昨年まで実施していた多面的機能支払

交付金事業において、各地区に交付した交付金の残金を国及び県へ返還するものであります。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 ５款１項５目畜産振興費、１９節負担金、補助及び交付金アフリカ豚コレラ侵入防止対策緊

急支援事業費補助金１０６万2,０００円は、アフリカ豚コレラ対策として、養豚農家に対し、

野生動物侵入防止用の柵を整備する費用を補助するものであります。詳細につきましては、予

算審議における事業説明書４ページを御参照願います。 

 ５款３項１目水産業総務費、１２節役務費１１万円は、窪津のアワビ類中間育成施設の監視

船の廃船手数料を計上するものであります。 

 １９節負担金、補助及び交付金のうち、種子島周辺漁業対策事業費補助金４５６万円は、高

知県漁協清水統括支所が新たに整備する冷凍保管施設の実施設計に係る費用を補助するもので

あります。財源につきましては、県補助金を見込んでおります。 

 同じく１９節各種協議会補助金３６万8,０００円は、今年度設立された高知県漁業就業支援

センターへの市町村会費を増額補正するものであります。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ５款３項３目漁港建設費、１２節役務費マイナス１４０万8,０００円、１３節委託料

１４０万8,０００円につきましては、県補助金を活用して貝ノ川の海岸漂着物の処理を行うこ

ととしており、県補助要件に適応するよう、予算の組み替えを行うものであります。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目土木総務費、１９節負担金、補助及び交付金1,３２１万5,０００円は、当初予

算計上を見送っておりました県が実施する道路及び急傾斜地崩壊対策工事に係る市負担金につ

きまして、施工箇所及び概算の事業費が確定いたしましたので、今回計上するものであります。

なお、急傾斜地崩壊対策事業の財源につきましては、工事実施地区の地元分担金の充当を見込
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んでおります。 

 ２目すみよいまちづくり費、１１節需用費、修繕料１５０万円は、市道の維持修繕費につき

まして、決算見込みに基づき増額補正するものであります。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 ８款１項４目消防施設費、１５節工事請負費１０４万5,０００円は、経年劣化により、消火

栓及び防火水槽の仕切弁の取りかえ工事費を計上するもので、市場町と下益野地区で実施する

ものであります。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 ９款２項２目教育振興費、２０節扶助費１００万円は、就学援助費の支給対象者数の増に伴

い、増額補正するものであります。 

 ９款４項１目社会教育総務費、２３節償還金、利子及び割引料１２万3,０００円は、放課後

児童健全育成事業の平成３０年度事業の実績確定に伴い、国庫支出金の精算返還金を計上する

ものであります。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 １４ページから１５ページをお願いいたします。 

 １０款１項１目地方交付税8,３８０万5,０００円は、歳出予算の一般財源として計上するも

ので、今年度の普通交付税の確定額にあわせ、増額しております。 

 １２款１項分担金から１５ページの１５款２項４目農林水産業費補助金までは、歳出予算の

財源といたしまして、国・県等の負担率、補助率等に基づいて計上するものであります。 

 １５款２項５目２節観光振興費補助金６７９万2,０００円は、６月補正予算に市単独事業と

して計上していた竜串東側再整備工事につきまして、一部県補助金の対象となりましたので、

今回計上するものであります。 

 １７款１項１目１節総務費寄附金、ふるさと元気寄附金１億円につきましては、ふるさと納

税の増額見込み分を計上するものであります。 

 １８款１項３目財政調整基金繰入金4,６４２万円は、一般財源の不足額について基金から繰

り入れるものであります。 

 ５目ふるさと元気基金繰入金2,４４０万円は、歳出予算の財源として基金から繰り入れるも

のであります。 

 １６ページをお願いいたします。 

 １９款１項１目繰越金6,３６７万4,０００円は、歳出予算の一般財源として計上しておりま

す。 

 ２０款４項１目雑入１０８万9,０００円は、歳出予算の財源として計上しております。 
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 ２１款１項５目商工債マイナス６８０万円につきましては、６月補正予算に計上した竜串東

側再整備事業の財源更正に伴い、減額するものであります。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第２表債務負担行為補正につきましては、東京２０２０オリンピックの聖火リレーが本市で

も来年４月に実施される予定で、沿道の警備に当たり、今年度中に警備会社と委託契約を締結

するため債務負担行為を設定するものであります。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第３表地方債補正につきましては、当該補正予算に関連して、既定の地方債の借入限度額を

変更するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億 7,６７１万

3,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額は１００億7,２４８万6,０００円となります。 

 以上で、議案第７６号「令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第５号）について」の説

明を終わります。 

 次に、議案第７９号「令和元年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算

（第１号）について」、御説明いたします。 

 まず、本予算の説明に入る前に、１ページの条文にも記載しているとおり、元号が改正され

たことに伴い、本年５月１日以降は、予算書における年度表記につきましては平成から令和に

読みかえさせていただきます。 

 それでは内容の説明に入ります。歳入歳出一括して、説明いたします。 

 補正予算書の６ページから７ページをお願いいたします。 

 歳出１款１項１目一般管理費、２節給料から４節共済費までの計１０５万4,０００円、及び

歳入５款２項１目一般会計繰入金１０５万4,０００円は、人事院勧告に基づく給与改定に伴う

人件費を増額補正するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０５万4,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額は３億8,４６９万4,０００円となります。 

 以上で、議案第７９号「令和元年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算

（第１号）について」の説明を終わります。 

 次に、議案第８０号「令和元年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

について」御説明いたします。 

 本会計につきましても、１ページの条文に記載しているとおり、元号が改正されたことに伴
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い、本年５月１日以降は、予算書における年度表記につきましては、平成から令和に読みかえ

させていただきます。 

 それでは内容の説明に入ります。歳入歳出一括して、説明いたします。 

 補正予算書の６ページから７ページをお願いいたします。 

 歳出１款１項１目短期入所生活介護事業費、２節給料から４節共済費までの計１３万

9,０００円、及び歳入３款１項１目繰越金１３万9,０００円は、人事院勧告に基づく給与改定

に伴う人件費を増額補正するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３万9,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額は5,００５万8,０００円となります。 

 以上で、議案第８０号「令和元年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）について」の説明を終わります。 

 次に、議案第８１号「令和元年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて」、御説明いたします。 

 本会計につきましても、１ページの条文に記載しているとおり、元号が改正されたことに伴

い、本年５月１日以降は、予算書における年度表記につきましては、平成から令和に読みかえ

させていただきます。 

 それでは内容の説明に入ります。歳入歳出一括して御説明いたします。 

 補正予算書の６ページから７ページをお願いいたします。 

 歳出１款１項１目一般管理費２節給料から４節共済費までの計４万8,０００円、及び歳入

４款１項３目その他一般会計繰入金４万8,０００円は、人事院勧告に基づく給与改定に伴う人

件費を増額補正するものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万8,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額は３億１１万6,０００円となります。 

 以上で、議案第８１号「令和元年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について」の説明を終わります。 

 以上、私からの説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（永野裕夫君） 次に、議案第７７号「令和元年度土佐清水市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）について」及び議案第８２号「令和元年度土佐清水市再生可能エネルギ

ー事業特別会計補正予算（第２号）について」、説明を求めます。 

 市民課長。 
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          （市民課長 中津恵子君登壇） 

○市民課長（中津恵子君） おはようございます。 

 議案第７７号「令和元年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て」、説明いたします。 

 歳出から説明いたします。 

 補正予算書の９ページをお願いします。 

 １款１項１目一般管理費、２節給料、３節職員手当等、４節共済費を合わせました人件費

２６万7,０００円は、人事院勧告による補正となっております。 

 １３節委託料１４１万6,０００円につきましては、制度改正に伴う自庁システムの改修費用

を補正するものです。 

 続いて歳入を説明いたします。 

 ８ページをお願いします。 

 ３款１項７目国民健康保険制度関係業務事業費補助金１４１万6,０００円につきましては、

歳出で説明いたしました、システム改修委託料に対する財政支援としての補助金です。 

 ６款１項１目一般会計繰入金、２節職員給与費等繰入金２６万7,０００円は、人件費の増額

によるものです。 

 ４節財政安定化支援事業繰入金２５２万3,０００円につきましては、国より繰入基準額が示

されたことによる補正です。 

 ８款２項９目雑入では財源不足分の調整を行っておりますので、先ほど説明いたしました財

政安定化支援事業繰入金の増額分、２５２万3,０００円を減額補正いたしました。 

 次に、２ページから５ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。歳入歳出とも、既定の予算額に１６８万3,０００円を追加

し、２４億4,４１４万4,０００円となります。 

 次に、議案第８２号「令和元年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計補正予算（第

２号）について」、説明いたします。 

 歳出から説明いたします。 

 補正予算書の７ページをお願いします。 

 １款１項１目一般管理費、２節給料、３節職員手当等、４節共済費を合わせました人件費

８万8,０００円につきましては、人事院勧告による補正となっております。 

 ２款１項１目２５節積立金は、平成３０年度剰余金のうち６００万円を基金に積み立てるも

のです。 

 続いて歳入を説明いたします。 
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 ６ページをお願いします。 

 ６款１項１目繰越金６０８万8,０００円につきましては、歳出で説明いたしました人件費及

び積立金の財源として平成３０年度の剰余金を繰り越すものです。 

 次に、２ページ、３ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。歳入歳出とも、既定の予算額に６０８万8,０００円を追加

し、１億８０万4,０００円となります。 

 以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（永野裕夫君） 次に、議案第７８号「令和元年度土佐清水市介護保険特別会計補正予

算（第３号）について」、説明を求めます。 

 健康推進課長。 

          （健康推進課長 山下 育君登壇） 

○健康推進課長（山下 育君） おはようございます。 

 議案第７８号「令和元年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第３号）について」、説

明いたします。 

 補正予算書の１０ページをお願いいたします。 

 歳出から説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費の２節給料７万円、３節職員手当等１２万6,０００円、４節共済費

２万4,０００円の合計２２万円と、１款３項２目認定調査等費、２節給料１万5,０００円、

３節職員手当等８万7,０００円、４節共済費１万7,０００円の合計１１万9,０００円につきま

しては、人事院勧告による給与改定に伴う人件費を計上したものです。 

 ４款２項１目一般介護予防事業費、１２節役務費１２６万9,０００円と、１３節委託料

２０１万3,０００円の合計３２８万2,０００円は、第８期介護保険事業計画策定に係る予算と

して、当初予算において一般会計で計上しておりましたが、計画策定に係る介護予防・日常生

活圏域ニーズ調査についての経費が地域支援事業での対象となったことに伴い、関連経費につ

いて一般会計から予算を組み替えし、計上したものです。 

 次に歳入について説明いたします。 

 ８ページから９ページをお願いいたします。 

 １款１項１目第１号被保険者保険料６０万8,０００円、３款２項１目調整交付金３１万

1,０００円、２目地域支援事業交付金６５万6,０００円、４款１項２目地域支援事業支援交付

金８８万6,０００円、５款２項１目地域支援事業交付金４１万円、９ページの７款１項２目地

域支援事業繰入金４１万1,０００円は、歳出で説明いたしました地域支援事業で行う介護予

防・日常生活圏域ニーズ調査事業の負担割合に基づいてそれぞれ計上したものです。 
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 ７款１項５目その他一般会計繰入金３３万9,０００円は、職員人件費の増額によるものです。 

 １ページをお願いいたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３６２万1,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ２１億6,２７８万1,０００円となります。 

 以上、議案第７８号「令和元年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て」の説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（永野裕夫君） 次に、議案第８３号「令和元年度土佐清水市水道事業会計補正予算

（第１号）について」、説明を求めます。 

 水道課長。 

          （水道課長 谷崎 清君登壇） 

○水道課長（谷崎 清君） お願いします。水道課です。 

 議案第８３号「令和元年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）について」、御説明

いたします。 

 補正予算書の３ページをお願いします。 

 まず最初に、収益的収入及び支出の支出おいて、１款１項４目総係費につきまして１００万

円の減額です。その内訳は、簡易水道総係費給料８８万3,０００円、法定福利費を３４万

5,０００円の減額、上水道総係費給料を２２万8,０００円増額の計１００万円の減額となりま

す。主な理由は人事異動に伴うものです。 

 続きまして、１款１項２目給水及び配水費は、上水道修繕料で６０万円の増額。その内容は、

加久見減圧弁の修繕であります。１款１項１目原水及び浄水費は、上水道修繕料を１００万円

の増額とし、その内容は浦尻ポンプ操作盤の改修となります。 

 収益的支出の補正総額は６０万円の増額となります。 

 このことによりまして、収益的支出の水道事業費用合計は、既決予算額３億2,０６７万

9,０００円が補正予算額６０万円の増額となり、合計３億2,１２７万9,０００円となります。 

 続きまして、資本的収入及び支出の説明をさせていただきます。支出は１款１項１目拡張改

良費委託料4,３６８万6,０００円の減額です。その内容は、変更認可に伴う資産台帳など資産

運用管理などに対する費用です。これは、次年度以降に対応する予定となります。 

 また、職員異動に伴い、給料を１４５万6,０００円、法定福利費１１５万2,０００円の計

２６０万8,０００円減額し、支出合計4,６２９万4,０００円の減額となります。 

 収入は１款１項１目企業債が4,３６８万6,０００円の減額となります。これは委託料の減額

に伴うものです。 
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 資本的収入及び支出は、収入が既決予算額２億5,７５４万8,０００円が２億1,３８６万

2,０００円となり、4,３６８万6,０００円の減額、支出は３億3,３９４万6,０００円が２億

8,７６５万2,０００円に4,６２９万4,０００円の減額となります。 

 以上が今回の補正内容でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（永野裕夫君） 次に、報告第１７号「専決処分した事件の報告について（訴えの提起

について）」及び報告第１８号「専決処分した事件の報告について（訴えの提起について）」

並びに議案第８４号「土佐清水市特別養護老人ホームしおさい特別会計条例の制定について」

から議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」までの

１８件、計２０件について説明を求めます。 

 総務課長。 

          （総務課長 中津健一君登壇） 

○総務課長（中津健一君） おはようございます。 

 今会議に御提案申し上げました各案件につきまして、議案つづりにより御説明いたします。 

 議案つづりをお願いいたします。 

 報告第１７号「専決処分した事件の報告について（訴えの提起について）」、議案つづり 

１から２ページ及び報告第１８号「専決処分した事件の報告について（訴えの提起につい

て）」、議案つづり３から４ページです。 

 本報告２件につきましては、いずれも水道料請求事件でありまして、民事訴訟法第３８３条

の規定に基づき、令和元年１０月４日付で支払い督促の申し立てを行いました。 

 その後、相手方より異議申し立てがあり、民事訴訟法第３９５条の規定により、通常訴訟の

手続に移行いたしましたので、地方自治法第９６条第１項及び第１８０条第１項並びに土佐清

水市債権管理条例第１０条第１項の規定により、報告第１７号につきましては１０月１８日、

報告第１８号につきましては１０月２４日に、それぞれ専決処分したことによる報告でありま

す。 

 議案第８４号「土佐清水市特別養護老人ホームしおさい特別会計条例の制定について」、議

案つづり１３から１４ページです。 

 本議案につきましては、現在、特別養護老人ホームしおさいは指定介護老人福祉施設事業特

別会計条例及び介護サービス事業特別会計条例に基づく会計により、運営がなされております

が、居宅サービスが本入所に併設され、短期入所のみであることなどから、事務の簡素化と経

理の明確化などを図るため、既存の２特別会計を廃止し、２つの事業内容を合わせ持つ条例を

制定するものであります。 

 議案第８５号「土佐清水市防災物資配送拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定につい
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て」、議案つづり１５から１７ページです。 

 本議案につきましては、南海トラフ地震等による大規模災害発生後の３日をめどに国から送

られてくるプッシュ型支援物資の受け入れや、保管、仕分けを初め、災害時に活用できる給水

車やテント等の保管施設として、現在、土佐清水市清水字笹原谷に建設しております防災物資

配送拠点施設が今年度内に完成いたしますので、設置及び管理に関する条例を制定するもので

あります。 

 議案第８６号「土佐清水市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の制定につい

て」、議案つづり１８から２２ページ及び議案第８７号「土佐清水市パートタイム会計年度任

用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の制定について」、議案つづり２３から

２９ページ及び議案第８８号「会計年度任用職員制度の導入等に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について」、議案つづり３０から３７ページです。 

 本議案３件につきましては、いずれも令和２年度より施行されます会計年度任用職員制度に

関係する条例の制定であります。 

 議案第８６号につきましては、会計年度任用職員で雇用される職員のうち、正規の勤務時間

に勤務する職員に、議案第８７号は会計年度任用職員のうち、一週間当たりの通常の勤務時間

が常時勤務を要する職員に比し、短い職員に対してそれぞれ支給する報酬や期末手当などを規

定したものであります。 

 また、第８８号につきましては、会計年度任用職員制度の導入により、「土佐清水市一般職

の職員の給与に関する条例」を含む１４条例において、会計年度任用職員に関する条文を一括

して整備するものであります。 

 議案第８９号「土佐清水市あわび類中間育成施設等設置条例の全部を改正する条例の制定に

ついて」、議案つづり３８から３９ページです。 

 本議案の主な改正内容といたしましては、土佐清水市窪津漁港のあわび類中間育成施設にお

いて、漁場の監視を行っておりました監視船を経年劣化により廃船処理することに伴うもので

あります。 

 議案第９０号「土佐清水市議会議員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」、議案つづり４０から４１ページ及び議案第９１号「土佐清水市長等の

給与、旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」、議案つづり４２から

４３ページ及び議案第９２号「土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について」、議案つづり４４から５４ページです。 

 本議案３件につきましては、令和元年度人事院勧告の実施が１０月１１日に閣議決定され、

１１月１５日成立したことを受け、関係条例を改正するものであります。 
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 議案第９０号及び第９１号につきましては、市議会議員及び特別職の期末手当の支給月数を

０.０５月引き上げ、年間３.２５月に改正するものなどです。 

 議案第９２号の主な改正内容といたしましては、第１条において、一般職の職員の月例給を

平成３１年４月に遡及し、初任給について大卒1,５００円、高卒2,０００円の引き上げなど、

初任給と若年層を中心に平均改定率０.０９％の引き上げと、１２月支給の勤勉手当の支給月

数を０.０５月引き上げ、特別給（ボーナス）を年間４.５月に改正するものです。 

 第２条におきましては、住居手当の支給対象となる家賃額の下限を１万2,０００円から１万

6,０００円、手当の上限を２万7,０００円から２万8,０００円となっております。 

 議案第９３号「土佐清水市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」、議案つづり５５から５６ページです。 

 本議案につきましては、学校教育法の一部を改正する法律が施行され、本年４月から専門職

大学が創設されたことに伴い、布設工事監督者の資格要件に専門職大学前期課程を追加するな

どの条例改正であります。 

 議案第９４号「土佐清水市給水条例の一部を改正する条例の制定について」、議案つづり

５７から５８ページです。 

 本議案につきましては、水道法の一部を改正する法律が令和元年１０月１日施行されたこと

に伴う関係条例の改正であります。 

 主な改正内容といたしましては、指定給水装置工事事業者の登録期間について、これまで定

められていなかったものを５年間の登録更新制としたものであります。 

 議案第９５号「土佐清水市立水産加工場の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定

について」、議案つづり５９から６０ページです。 

 本議案につきましては、土佐清水市立水産加工場の設置及び管理に関する条例に定められて

おります施設について無償譲渡に向け、農林水産省に長期利用財産処分報告書を提出しており

ましたところ、このたび承認をいただきましたので、議案第９６号で御提案しておりますとお

り、当該施設を管理運営する第三セクターへ無償譲渡を予定していることに伴うものでありま

す。 

 議案第９６号「財産の無償譲渡について」、議案つづり６１から６２ページです。 

 本議案につきましては、議案第９５号で御説明いたしました施設について、現在、管理運営

を行っております第三セクターに無償譲渡することについて、地方自治法第９６条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９７号「土佐清水市地場産品販売施設の指定管理者の指定について」、議案つづり

６３ページです。 
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 本議案につきましては、土佐清水市地場産品販売施設の指定管理期間が今年度末までとなっ

ていることから、同施設の指定管理について、令和２年４月１日から３年間、引き続き土佐清

水食品株式会社を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会

の議決を求めるものであります。 

 議案第９８号「土佐清水市斎場の指定管理者の指定について」、議案つづり６４ページです。 

 本議案につきましては、土佐清水市斎場の指定管理期間が今年度末までとなっていることか

ら、同斎場の指定管理について、令和２年４月１日から５年間、引き続き、株式会社ベルモニ

ーを指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

 議案第９９号「あしずり港交流拠点施設の指定管理者の指定について」、議案つづり６５ペ

ージです。 

 本議案につきましては、あしずり港交流拠点施設の指定管理期間が今年度末までとなってい

ることから、同施設の指定管理について、令和２年４月１日から３年間、引き続き一般社団法

人土佐清水市観光協会を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によ

り議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１００号「土佐清水市立竜串貝類展示館の指定管理者の指定について」、議案つづり

６６ページです。 

 本議案につきましては、土佐清水市立竜串貝類展示館の指定管理期間が今年度末までとなっ

ていることから、同展示館の指定管理について、令和２年４月１日から３年間、引き続き特定

非営利活動法人ＮＰＯ竜串観光振興会を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」、議案つづり

６７から６８ページです。 

 本議案につきましては、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関

係法律の整備に関する法律の施行に伴い、印鑑登録証明事務処理要領の一部が改正され、

１２月１４日から施行されることに伴う条例の一部改正であります。 

 主な改正内容といたしましては、成年被後見人につきましては、これまで印鑑の登録を受け

ることができないとされておりましたものを、意思能力を有しないものは印鑑の登録を受ける

ことができないとしたものであります。 

 以上につきまして、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（永野裕夫君） 以上で、予算案及び条例案等に対する内容説明を終わります。 

 次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部
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を改正する条例の制定について」は、「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を

図るための関係法律の整備に関する法律」が１２月１４日から施行されることから、本条例に

ついても同日施行する必要があり、過日、先議願いたい旨、執行部から要請がありました。 

 １１月２５日開催の議会運営委員会で、その取り扱いについて協議した結果、本日先議する

こととなりました。 

 お諮りいたします。 

 先議することに御異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（永野裕夫君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１０１号は先議することに決しました。 

 議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」を先議いたし

ます。 

 ただいまから質疑に入ります。 

 この際、各位にお願いいたします。議案第１０１号は、所管の産業厚生常任委員会に付託し、

審議を願うこととなっておりますので、この点、十分お含みおきの上、質疑されますよう特に

お願い申し上げます。 

 議案第１０１号について、質疑の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（永野裕夫君） 質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第１０１号は、お手元に配付しております議案付託表の

とおり産業厚生常任委員会に付託いたします。 

 この後、直ちに産業厚生常任委員会を開催願います。 

 この際、暫時休憩いたします。 

          午前１１時１９分   休  憩 

          午前１１時５０分   再  開 

○議長（永野裕夫君） 休憩前に続いて会議を開きます。 

 ただいまから、産業厚生常任委員会の審査結果について報告を求めます。 

 産業厚生常任委員会委員長 谷口佳保君。 

          （産業厚生常任委員会委員長 谷口佳保君登壇） 

○産業厚生常任委員会委員長（谷口佳保君） 産業厚生常任委員会、審査結果の概要と結果報

告をいたします。令和元年土佐清水市議会定例会１２月会議で付託を受けました事件について、 

その審査の概要と結果について報告いたします。 
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 １、議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」、執行部

の説明によりますと、今回の改正は令和元年６月１４日に「成年被後見人等の権利の制限に係

る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律」が公布され、成年被後見人等の

人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由に不当な差別をされないよう措置を講ずる

こととされたことを受け、国が示している印鑑登録証明事務処理要領の一部が改正されたこと

に伴い、本市印鑑条例の一部を改正するものとのことであります。 

 改正内容は、これまで「成年被後見人は、印鑑の登録を受けることができない。」と規定し

ておりましたが、「意思能力を有しない者は、印鑑の登録を受けることができない。」に変更

し、成年被後見人であっても法定代理人が同行し、かつ成年被後見人本人による申請があると

きは、この成年被後見人は意思能力を有するものとして印鑑登録ができることとなりました。 

 また、地方公共団体の条例等の整備が必要なものは原則公布の日から６カ月とされ、施行期

日は１２月１４日からとなりますが、国から改正についての通知がおくれたため、１２月会議

への上程となったとのことであります。 

 委員からは、特に意見もなく了承いたしました。 

 以上のとおり、当委員会が付託を受けました事件について、採決の結果、全会一致により、

原案のとおり可決いたしました。 

○議長（永野裕夫君） 以上で産業厚生常任委員会委員長の報告は終わりました。 

ただいまから、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 産業厚生常任委員会委員長は、委員長席に御着席願います。 

 産業厚生常任委員会委員長の報告に対する質疑に入ります。 

 質疑の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（永野裕夫君） 質疑なしと認めます。 

 以上で、質疑を終わります。 

 委員長は自席にお戻り願います。 

 ただいまから、討論に入ります。 

 討論の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（永野裕夫君） 討論なしと認めます。 

 討論を終わります。 

 ただいまから採決に入ります。 

 議案第１０１号「土佐清水市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について」を採決いたし
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ます。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、御起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（永野裕夫君） 起立全員であります。よって、議案第１０１号は、原案のとおり可決

されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次の本会議は、１２月９日、午前１０時に再開いたします。 

 なお、質疑及び一般質問の通告の期限は、１２月４日午前１１時でありますので念のため申

し添えておきます。 

 本日の会議は、これをもって散会いたします。お疲れさまでございました。 

 

          午前 １１時５５分   散  会 

 

 

 


